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「
歯
周
病
の
基
本
治
療
と
Ｇ
Ｔ
Ｒ
」

日
時　

６
月
12
日
（
木
）
午
後
８
時
～
10
時

会
場　

な
か
じ
ま
歯
科
医
院
２
階
研
修
室
（
高
石
市
綾
園
３

―

１―

６
）

講
師　

中
島
康
氏
（
高
石
市
開
業
）　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
」

日
時　

６
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

３
千
円

東
西
南
地
区
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
講
習
会

「
古
地
図
で
歩
く
大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」―

心
な
ご
む
平
野
郷
を
歩
く―

集
合　

６
月
21
日
（
土
）
午
後
３
時　

Ｊ
Ｒ
「
平
野
」
駅
改

札
前　

※
雨
天
決
行

解
散　

午
後
５
時
30
分
頃　

Ｊ
Ｒ
「
加
美
」
駅

会
費　

５
０
０
円（
古
地
図
資
料
代
金
等
）　

案
内
人　

西
俣
稔
氏

懇
親
会
費　

実
費　

懇
親
会
場　

が
ん
こ
平
野
郷
屋
敷

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
独
立
の
医
療
制
度
と

し
、
公
費
を
重
点
的
に
投
入

す
る
長
寿
医
療
制
度
（
後
期

高
齢
者
）
が
始
ま
り
ま
し

た
。
実
際
、
日
本
全
体
に
お

け
る
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
数
は
年
々
増
加
し
、
特
に

大
都
市
圏
で
は
そ
の
伸
び
が

加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
立
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
の
在
宅
医
療

推
進
会
議
は
、
在
宅
医
療
へ

の
期
待
が
益
々
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
担
う
医
療
従

事
者
を
増
や
す
べ
き
な
ど
と

提
言
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て

も
、
在
宅
診
療
の
機
会
が
増

え
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
従
来
か
ら
在
宅
診
療
で

も
っ
と
も
多
く
経
験
す
る
の

が
有
床
義
歯
の
治
療
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
な
か
で

も
製
作
頻
度
の
高
い
総
義
歯

の
製
作
法
お
よ
び
そ
の
過
程

で
の
注
意
点
に
つ
い
て
具
体

的
に
述
べ
る
と
と
も
に
、
部

分
欠
損
患
者
の
義
歯
製
作
に

つ
い
て
も
若
干
の
知
見
を
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
、
残
念
な
が
ら
技
術
的

に
は
特
殊
で
、
目
新
し
い
方

法
と
言
う
も
の
は
な
く
、
在

宅
診
療
で
の
義
歯
製
作
や
調

整
も
可
能
な
か
ぎ
り
院
内
で

行
う
方
法
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
、
個
々
の
患

者
の
機
能
障
害
の
有
無
や
程

度
等
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
理
解
し
、
患
者
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
を
尊
重
し
つ

つ
、
限
ら
れ
た
器
具
材
料
を

駆
使
し
て
、
義
歯
を
少
な
い

操
作
で
短
時
間
に
仕
上
げ
る

た
め
の
若
干
の
工
夫
を
加
味

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
診
療
で
困

難
な
ケ
ー
ス
に
遭
遇
す
れ

ば
、
無
理
を
せ
ず
、
歯
科
医

院
に
搬
送
し
て
、
治
療
す
る

な
り
、
ま
た
、
総
合
病
院
、

大
学
病
院
に
入
院
歯
科
治
療

を
依
頼
す
る
と
い
っ
た
方
法

を
選
択
す
る
こ
と
や
、
処
置

を
し
な
い
と
い
う
方
法
も
含

め
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
何
よ

り
も
、
患
者
本
人
、
家
族
、

主
治
医
、
看
護
師
を
始
め
と

し
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
も

っ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
言
で
言
う
な
ら
Ｄ
Ｏ
Ｓ

（
疾
患
治
療
中
心
型
医
療
）

か
ら
Ｐ
Ｏ
Ｓ
（
患
者
さ
ん
の

意
向
を
尊
重
し
た
医
療
）
へ

の
転
換
が
如
実
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
が
在
宅
診
療
で
あ

り
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
支
え
る
一
つ

の
大
き
な
柱
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は

10
日
、
保
険
医
会
館
で
『
Ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｈ　

Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
』（
邦
題
『
私
に

も
で
き
る
平
和
へ
の
ア
ク
シ

ョ
ン
１
０
１
＋
２　

戦
争
や

テ
ロ
の
な
い
世
界
の
実
現
に

向
け
て
』）
の
日
本
語
訳
本

の
出
版
祝
賀
会
を
開
い
た
。

　

核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
の
元
会
長
で
著
者
の
メ
リ

ー
ウ
イ
ン
・
ア
シ
ュ
フ
ォ
ー

ド
氏
が
参
加
。
同
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
「
真
実
を
聞
い

て
く
れ―

俺
は
劣
化
ウ
ラ
ン

を
見
て
し
ま
っ
た
」
の
講
演

を
し
た
元
米
軍
空
挺
部
隊
員

の
デ
ニ
ス
・
カ
イ
ン
氏
も
出

席
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
京
都

府
支
部
の
浜
広
信
先
生
、
大

阪
府
支
部
の
小
田
徹
也
先
生

も
参
加
し
た
。

　

ア
シ
ュ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
を

囲
み
、
松
井
和
夫
監
訳
者
、

友
野
百
枝
准
教
授
を
は
じ
め

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
翻
訳
者
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
反
核
医
師

の
会
の
会
員
、
そ
し
て
事
務

局
員
の
交
流
の
輪
が
広
が

り
、
盛
大
な
祝
賀
会
と
な
っ

た
。

　

ア
シ
ュ
フ
ォ
ー
ド
さ
ん
は

今
後
、
近
畿
を
中
心
に
石

川
、
愛
知
の
10
会
場
で
講
演

す
る
。
高
校
生
や
大
学
生
な

ど
若
い
人
た
ち
に
講
演
す
る

機
会
が
多
く
、
彼
女
は
そ
の

こ
と
を
喜
び
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

（
核
廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

の
広
が
り
を
期
待
し
て
い

た
。

　

参
加
者
は
全
員
が
こ
の
書

籍
の
読
者
を
さ
ら
に
広
げ
る

こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。
戦
争

と
核
廃
絶
の
日
が
よ
り
近
く

来
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
共

感
を
深
め
た
。

�

（
堺
市
・
山
上
紘
志
）

墳
丘
の
全
長
は
４

８
０
㍍
、
前
方
部

の
幅
３
０
５
㍍
、

後
円
部
の
直
径
２

４
５
㍍
、
周
濠
を

含
め
た
東
西
の
長

さ
６
５
６
㍍
、
南

北
の
長
さ
７
９
３

㍍
、
周
囲
は
７
９

３
㍍
、
面
積
４
６
４
・
１
２

４
平
方
㍍
と
な
っ
て
い
て
、

古
墳
の
正
面
拝
所
に
い
っ
て

も
そ
の
全
景
は
と
て
も
見
る

こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
は
百

舌
鳥
に
な
っ
て
飛
ば
な
け
れ

ば
無
理
で
あ
る
。
そ
の
大
き

さ
か
ら
大
仙
陵
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。

「
在
宅
医
療
と
し
て
の
総
義
歯
臨
床

　
　
　
　
　
　

―

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
）を
踏
ま
え
て―

」

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

岡
崎
定
司
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
准
教

授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

６
月
度
生
涯
研
修
（
上
記
抄
録
）

車
博
物
館
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
、
茶
室
「
黄
梅
庵
」
な
ど

が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
仁
徳
陵
古
墳
は

シ
ン
ボ
ル
パ
ー
ク
だ
。
施
設

内
に
は
堺
市
博
物
館
、
日
本

庭
園
、
中
央
図
書
館
、
堺
市

都
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
自
転

　

日
本
最
大
の
仁
徳
陵
古
墳

や
履
中
陵
古
墳
を
擁
す
る
百

舌
鳥
古
墳
群
内
に
位
置
す
る

「
大
仙
公
園
」
は
、
堺
市
の

世界３大墳墓の一つの仁徳天皇陵の模型

歴
史
感
じ
る
周
遊
路

日
本
最
大
の
前
方
後
円
墳

『
平
和
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
』

著
者
招
き
出
版
祝
賀
会
開
く

６月度生涯研の抄録
在宅医療としての総義歯臨床

岡崎定司（大阪歯科大学高齢者歯科学准教授）
―長寿医療制度（後期高齢者）を踏まえて―

196

第
１
回
社
保
講
習
会

日
時　

６
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　
「
初
・
再
診
料
、医
学
管
理
料
」「
在
宅
医
療
」に
つ
い
て

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
０
８
年
４
月
版
）』
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
福
井
・
越
前
海
岸
で
海
鮮
料
理
を
堪
能
す
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
８
時
（
難
波
出
発
）～
18
時
30
分

（
解
散
）
予
定

行
き
先　

福
井
県
越
前
海
岸

対
象　

会
員
お
よ
び
家
族
・
ス
タ
ッ
フ　
　

定
員　

48
人

会
費　

大
人
・
中
学
生
以
上
１
万
円
、
小
学
生
以
下
５
千
円

※
詳
し
い
行
程
な
ど
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。
必
ず
事
前
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

大
阪
市
西
部
・
東
部
地
区
合
同
企
画

◇　
　

◆　
　

◇

　

６
月
度
生
涯
研
修
は
「
後

期
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
、

口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時

対
応
」
の
内
容
を
含
ん
で
い

る
た
め
「
歯
援
診
」
の
施
設

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
な

お
、
講
習
会
受
講
者
に
は

「
修
了
証
」
を
発
行
す
る
。

　

正
式
に
は
、
百
舌
鳥
耳
原

中
陵
と
言
わ
れ
て
、
明
治
５

年
（
１
８
７
２
年
）
に
は
前

方
部
で
竪
穴
式
石
室
に
収
め

た
長
持
形
石
棺
が
露
出
し
、

刀
剣
・
甲
冑
・
ガ
ラ
ス
製
の

壺
と
皿
が
出
土
し
た
。
こ
の

時
の
出
土
品
は
再
び
埋
め
戻

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
詳
細
な
絵
図
の
記
録
が

あ
り
、
甲
冑
は
金
銅
製
の
立

派
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
に
は
本
古
墳
出
土
と
伝

え
ら
れ
る
細
線
文
獣
帯
鏡
や

単
鳳
環
頭
太
刀
な
ど
が
所
蔵

さ
れ
、
昔
か
ら
堺
刀
匠
の
町

だ
っ
た
の
か
も
。

　

日
本
最
大
の
前
方
後
円
墳

に
ふ
さ
わ
し
く
、
周
囲
に
陪

塚
と
考
え
ら
れ
る
古
墳
が
10

基
以
上
あ
る
。
仁
徳
天
皇
陵

と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
書

紀
な
ど
に
伝
え
ら
れ
る
仁
徳

・
履
中
の
在
位
順
と
は
逆

に
、
履
中
陵
古
墳
（
石
津
ヶ

丘
古
墳
）
よ
り
も
、
あ
と
で

築
造
さ
れ
た
こ
と
が
、
分
か

っ
て
い
る
。

　

全
周
２
・
８
㌔
㍍
の
周
遊

路
と
し
て
整
備
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
こ
の
周
遊
路
を
利

用
し
「
堺
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ

ン
」
が
行
わ
れ
、
市
民
の
み

な
ら
ず
各
地
か
ら
健
脚
を
競

っ
て
い
る
。
実
際
に
走
っ
て

み
る
と
改
め
て
そ
の
大
き
さ

と
と
も
に
運
動
不
足
も
感
じ

た
。

　

堺
に
古
墳
群
が
作
ら
れ
た

理
由
と
し
て
は
、
古
墳
時
代

に
は
、
近
畿
地
方
と
西
日
本

を
結
ぶ
交
通
路
は
瀬
戸
内
海

が
使
わ
れ
た
。
堺
に
は
港
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
竹
内
街
道

が
奈
良
に
通
じ
て
い
た
。
港

の
近
く
に
大
き
な
古
墳
を
作

り
、
行
き
交
う
人
々
や
外
国

か
ら
の
使
節
に
国
の
力
を
示

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
と

な
っ
た
。
歴
史
を
感
じ
な
が

ら
、
広
々
と
し
た
公
園
内
を

散
策
す
る
の
も
い
い
と
思

う
。

　

追
伸
、
運
動
不
足
の
方
は

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
り
。

�

（
新
聞
部
・
矢
部
あ
づ
さ
）

　

「
外
来
環
」「
歯
援
診
」
の
施
設
基
準
の
届
け
出
に
は
各

種
研
修
会
の
受
講
が
必
要
で
あ
る
。
協
会
で
研
修
を
開
い
て

ほ
し
い
と
の
会
員
の
要
望
に
応
え
左
記
日
程
で
開
く
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

医
療
安
全
講
習
会

（
外
来
環
施
設
基
準
に
か
か
る
研
修
）

日
時　

６
月
７
日（
土
）①
午
後
５
時
30
分
～
②
午
後
７
時
～

場
所　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　
　

定
員　

１
０
０
人

内
容　

偶
発
症
に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
、
医
療
事
故
、
感

染
症
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
の
口
腔
機
能
管
理
講
習
会

（
歯
援
診
の
施
設
基
準
に
か
か
る
研
修
）

日
時　

６
月
７
日
（
土
）
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場
所　

保
険
医
会
館
５
階　
　
　

定
員　

60
人

内
容　

後
期
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
、
口
腔
機
能
の
管
理
、

緊
急
時
対
応
な
ど
に
つ
い
て

※
両
講
習
会
と
も
会
費
は
会
員
無
料
、
未
入
会
者
は
１
万
円

大
仙
公
園


